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福祉
ふ く しふ あれ い

小学生と楽しくラジオ体操 ～成羽町 コスモス会サロン～

赤い羽根共同募金…2㌻
ちょこっとお助けサービス…3㌻
2013夏のボランティア体験事業について…4〜5㌻
ふれあい福祉講座…6㌻
ふれあいサロン活動紹介…7㌻
地域福祉活動報告…8㌻
訪問介護サービスについて…9㌻
平成25年度社協会費等…10〜11㌻
お知らせ…12㌻
寄付…13〜14㌻

　夏休み恒例、毎朝６時30分から始まるラジオ体操。成羽町のコスモス会サロン会員と小学生が近くの河
原に集まり、朝日を浴びながら気持ちいい汗を流しました。会員たちは短時間のラジオ体操でも、全身運動、
筋力アップなどの効果に期待しながら毎日参加しました。



　本年も、『じぶんの町を良くするしくみ」をメインテーマに、全国一斉に共同募金運動が始まります。
　高梁市共同募金委員会では、本年も市内の各戸への戸別募金、各事業所・官公署などへの職域募金、
法人（事業所）への法人募金など、多くの関係者のご協力のもとに進めてまいります。また、本運動
の初日には、高梁駅前、市内のショッピングセンター、各地域のイベントにおいて街頭募金活動を実
施します。本年も、皆さまの温かいご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

赤い羽根共同募金運動が始まります
10月1日〜12月31日

みなさまのあたたかいご支援とご協力をお願いいたします

昨年度、みなさまからお寄せいただきました募金は、
高梁市で次のように役立てられています。

歳
末
た
す
け
あ
い
運
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11
月
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日
〜
12
月
31
日

　
「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」
は
共
同
募
金
運

動
の
一
環
と
し
て
、
新
た
な
年
を
迎
え
る
時
期

に
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
が
、
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す

る
も
の
で
す
。

　
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に
よ
る
募
金
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

歳
末
た
す
け
あ
い
配
分
金
事
業
に
つ
い
て

　
市
社
協
で
は
、
歳
末
た
す
け
あ
い
配
分
金
事

業
と
し
て
、
次
に
該
当
す
る
方
々
に
激
励
金
の

贈
呈
を
行
い
ま
す
。

★
対
象
者

◎
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
の
対
象
疾
患
の
方

◎
人
工
透
析
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方

★
受
付
期
間

　
平
成
25
年
10
月
15
日（
火
）～
11
月
29
日（
金
）

★
申
請
方
法

　
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書
の
提
出
が
必

要
で
す
。
申
請
書
は
、
地
域
福
祉
課
及
び
各
支

所
、各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
い
ま
す
。

印
鑑
及
び
特
定
疾
病
医
療
受
給
者
証
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

★
お
問
い
合
わ
せ
先
　
地
域
福
祉
課
☎
２
２
┃
７
２
４
３

有
漢
支
所 

☎
５
７
┃
３
２
１
８　
成
羽
支
所 

☎
４
２
┃
２
０
０
５

川
上
支
所 

☎
４
８
┃
９
７
７
０　
備
中
支
所 

☎
４
５
┃
３
１
３
１

社会福祉関係団体 子育て支援活動

15 団体　734,000 円 7 団体　416,000 円

ゲートボール大会、グラウンドゴルフ大会、
スポーツ大会の開催など

親子のふれあいと健やかな子どもの育成支援、
各地域子ども会活動へ

ボランティア活動団体 地区社協等

9 団体　417,000 円 14 団体　1,613,000 円

一人暮らし高齢者への友愛訪問活動や、子ど
もたちに絵本の読み聞かせ活動など

地域で行われる世代間交流事業や友愛訪問活
動、敬老会開催等の福祉活動へ
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身
近
で
ち
ょ
っ
と
困
る
が
自
分
で
は
で
き
な
い
よ
う
な
困
り
ご
と
に
対

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

☆
対
象
者

　
市
内
に
居
住
し
て
い
る
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
該
当
し
、
福

祉
委
員
が
日
常
生
活
上
簡
易
な
援
助
が
必
要
と
認
め
る
方

　

(

１)

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方

　

(

２)

高
齢
者
の
み
の
世
帯

　

(

３)

母
子
・
父
子
世
帯
の
生
計
中
心
者

　

(

４)

障
害
者
の
方

☆
利
用
内
容

　

(

１)

利
用
回
数　
概
ね
年
24
回

　

(

２)

利
用
時
間　
１
日
あ
た
り
原
則
２
時
間
以
内

　
　
　
※
最
小
単
位　
１
時
間

　

(

３)

サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間　
午
前
８
時
～
午
後
６
時

　

(

４)

サ
ー
ビ
ス
内
容

　
　
　
①
食
事
・
食
材
の
確
保
（
食
材
の
買
物
、
宅
配
の
手
配
等
）

　
　
　
②
外
出
時
の
お
手
伝
い

　
　
　
　
（
散
歩
や
病
院
受
診
時
、
買
物
の
付
添
等
）

　
　
　
③
屋
内
の
掃
除
等
軽
作
業

　
　
　
　
（
大
掛
か
り
な
整
理
・
整
頓
、
寝
具
類
の
大
物
の
洗
濯
、
電
球
の

取
替
、
窓
拭
き
、
換
気
扇
の
掃
除
、
緊
急
時
の
家
事
援
助
等
）

　
　
　
④
家
周
り
の
手
入
れ
（
庭
の
草
取
り
、
片
付
け
等
）

　
　
　
⑤
家
屋
等
の
軽
微
な
修
繕
（
網
戸
・
雨
戸
等
の
修
繕
等
）

　
　
　
⑥
自
然
災
害
で
の
軽
微
な
復
旧
（
除
雪
や
ト
イ
の
掃
除
等
）

☆
利
用
料

☆
利
用
手
続
き

(

１)

「
ち
ょ
こ
っ
と
お
助
け
サ
ー
ビ
ス
利
用
申
請
書
」
を
地
域
福
祉
課
及
び

各
支
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

※
申
請
時
に
は
福
祉
委
員
の
内
申
が
必
要
で
す
。

(

２)

決
定
後
、
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

(

３)

そ
の
後
、
利
用
の
際
に
は
そ
の
都
度
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

サービス内容 利用料金

食材等の確保 １時間あたり　420円

外出のお手伝い 　　〃　　　　420円

屋内の掃除・洗濯等 　　〃　　　　420円

家周りの手入れ 　　〃　　　　420円

家屋等の軽微な修繕 　　〃　　　　420円

軽微な復旧作業 　　〃　　　　690円

上記の利用料金は標準的なものです。サービス
の内容や有資格者の方が行かれる場合等によっ
て、利用料金は異なりますのでお問い合わせく
ださい。
※また、原材料費、道具代等については利用者
の方の実費負担となります。	

日
常
生
活
の
ち
ょ
こ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
に
お
答
え
し
ま
す

ち
ょ
こ
っ
と
お
助
け
サ
ー
ビ
ス

●お問い合わせ先
　地域福祉課☎２２－７２４３　有漢支所　☎５７－３２１８　成羽支所　☎４２－２００５
　川上支所　☎４８－９７７０　備中支所　☎４５－３１３１
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2013 夏のボランティア体験事業を開催しました
　 今年度も、７月－８月の夏休み期間に１９３人の中学生・高校生のボランティアが夏のボランティア体験事業に
参加し、２9の福祉施設等で体験活動を行いました。

　他にもたくさんの感じ（漢字）がありました。他の感じ（漢
字）については、高梁市社会福祉協議会ホームページに報
告書を掲載しておりますのでご覧ください。

事前研修会

　８月２６日、高梁総合福祉センターで事後研修会を開催し
ました。事後研修会は、夏のボランティア体験事業をより有
意義なものにするために開催しており、参加者は、体験を
通じて学んだことや感じたことについて、グループで話し
合いました。参加者は、人とのふれあい方や接し方、そし
て、仕事の難しさや達成感について学ぶ機会となりまし
た。

事後研修会

　アットホームな雰囲気で料理教
室を行いました。核家族でおばあ
ちゃんとふれあう機会のない子供
さんもおられたようで、おばあ
ちゃんの優しさに触れることがで
きたとボランティアノートへも書
いてありました。これからも引き
続きボランティア活動を行ってほ
しいと思います。

　「２０１３夏のボランティア体験事業」にご協力いた
だきました福祉施設（２6施設）、ボランティア団体
（３団体）の皆様には、貴重な体験の場のご提供とご
協力をいただき誠にありがとうございました。

たんぽぽ会　会長
宍戸ヒサ子さん

今年のボランティアの
感じ（漢字）は…

楽
学
笑

■お年寄りや子ども達とふれあい、楽
しく活動できたから。
■みんなと協力し、充実した楽しい時
間を過ごすことができたから。

■ボランティア活動を通じて、ボラン
ティア活動や仕事の大変さだけでな
く、お年寄りや子ども達との接し方な
ど学んだから。

■お年寄りや子ども達だけでなく職
員の方も明るい笑顔だったので自分
も笑顔になれたから。

岡山県立
高梁城南高等学校3年
須山　恵さん

受入施設の皆様へ

　保育士を目指しているの
でとても良い経験になりま
した。
　子ども達への接し方や楽
しさ・大変さなどたくさん
のことを学ぶ機会になりま
した。
　夏のボランティア体験事
業は、自分にとって良い経
験になるので、ぜひ、参加し
てみてください。

大杉　充さん
岡山県社会福祉法人経営者協議会

夏の思い出
　７月１４日、高梁総合福祉センターで事前研修会を開催し
ました。
　事前研修会は、ボランティア体験を行う上での、心構え
やマナーについて学習する場で、大塚章子主事（地域福祉
課）が説明を行いました。また、この日は、大杉充氏（岡山県
社会福祉法人経営者協議会）を講師に招き、福祉の仕事に
ついての説明があり、福祉の仕事について理解を深めてい
ました。
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ふれあい福祉講座
　７月 19日、「誰もが安心して暮らせる地域福祉を目指して」をテーマに、高梁総合文化会館で
福祉委員や民生委員児童委員など約 700 人の参加のもと、ふれあい福祉講座を開催しました。

　この日の講演は、高知県の土佐町社会福祉協議会より山首尚子事務局長をお
招きし、土佐町で取り組まれている福祉活動について説明をいただきました。
過疎化が進む土佐町では、集落の課題を明確にし、地域住民、NPO、福祉団体、
学校、産業などあらゆる社会資源をつなぎ地域づくりを実践されています。
　講演を聞いた参加者からは、「支える側ー支えられる側という関係ではなく、
住民みんなが福祉に関心を持ち、支えあうことが大切だと学びました」「土佐町
の報告で私たちの十年後が見えてきたように思う」といった感想を述べられて
いました。

　今年度の実践発表は、川上町上大竹地区でいきいきサロン上大竹の代表とし
て活躍されている宮﨑正弘さんから歌あり笑いありの楽しい発表がありました。
　宮﨑さんは、ふれあいサロン事業を実施するにあたり、福祉委員等との連携
を図り、一人でも多くの地域住民がサロンに参加できるようアンケートを実施
するなどいろいろな工夫をし、地域住民に呼びかけられています。
　いきいきサロン上大竹では、門松作りやうどん打ち、健康講座や牛乳パック
を用いた座椅子づくりなど多岐にわたる活動を行われています。

　今年のふれあい福祉講座では、職員説明の
他、市内でふれあいサロン事業に取り組まれ
ている皆さんが、サロンでつくられた作品を
展示され、大勢の方で賑わいました。

　この日は、レツゴー三匹のレツゴー正児氏
を講師にお招きし、「人生負けてたまるか」～
泣いても笑っても同じ人生～と題した記念講
演がありました。

「福祉は高梁の山間よりいずる」　～ 10 年後の地域づくりをめざして今！できること～

「上大竹地区における福祉活動」

作　品　展　示 記　念　講　演

土佐町社会福祉協議会
事務局長　山首尚子氏

宮﨑正弘さん
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ふれあいサロン活動紹介

川上町　マーガレットサロン

　

私
た
ち
は
町
内
で
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
を
立
ち

上
げ
て
３
年
目
に
な
り

ま
す
。
い
つ
も
集
ま
り

が
良
く
、
楽
し
く
喜
ん

で
い
た
だ
き
世
話
役
を

し
て
い
て
も
や
り
が
い

が
あ
り
ま
す
。

　

７
月
の
サ
ロ
ン
は
、

分
か
っ
て
い
る
よ
う
で

分
か
っ
て
い
な
い
介
護

保
険
制
度
に
つ
い
て
勉

強
を
し
ま
し
た
。

　

保
険
料
は
納
め
て
い

て
も
、
ど
う
す
れ
ば
利

用
が
出
来
る
の
か
も
分

か
ら
な
い
。
ま
た
、
ど

こ
へ
相
談
す
れ
ば
い
い

の
か
な
ど
介
護
保
険
の

仕
組
み
か
ら
勉
強
し
ま

し
た
。

　

困
っ
た
時
に
は
、

色
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
た

く
さ
ん
あ
り
心
強
く
思

い
ま
し
た
が
、
出
来
る

こ
と
な
ら
介
護
保
険
の

お
世
話
に
な
ら
な
い

で
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
皆
さ
ん
と
い
つ
ま
で

も
元
気
で
暮
ら
し
続
け

た
い
と
思
う
勉
強
会
で

し
た
。

　

７
月
８
日
、
地
頭
高

齢
者
セ
ン
タ
ー
で
会
員

30
人
が
集
ま
り
第
２
回

目
の
サ
ロ
ン
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
市
か
ら
講
師

を
招
き
、
講
師
の
指
導

で
体
力
づ
く
り
と
頭
の

体
操
を
行
い
ま
し
た
。

　

体
力
づ
く
り
で
は
、

椅
子
に
座
っ
て
出
来
る

体
力
づ
く
り
体
操
と
し

て
手
足
を
動
か
し
、
ま

た
、
脳
の
活
性
化
を
図

る
頭
の
体
操
で
は
、
四

苦
八
苦
し
な
が
ら
も

楽
し
み
な
が
ら
色
々
考

え
、
答
え
合
わ
せ
に
は

歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　

わ
き
あ
い
あ
い
と
会

が
進
み
、
サ
ロ
ン
を

通
じ
て
地
域
の
見
守
り

や
自
分
達
の
健
康
づ
く

り
が
地
域
の
み
ん
な
と

共
有
で
き
る
喜
び
を
味

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

会
を
重
ね
る
度
に
次

回
が
楽
し
み
で
待
ち
遠

し
い
会
に
な
っ
て
行
き

ま
し
た
。

　市社協では、ふれあいサロン活動事業を積極的に支援しています。ふれあいサロン活動の申請や詳
しい内容についてはお問い合わせください。
●お問い合わせ先
　地域福祉課☎２２－７２４３　有漢支所　☎５７－３２１８　成羽支所　☎４２－２００５
　川上支所　☎４８－９７７０　備中支所　☎４５－３１３１

八幡町　お花の会

申請を受け付けています
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地 福 活 報域 祉 動 告

　

川
上
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
女
性
部
は
、
川
上
保
健

セ
ン
タ
ー
で「
い
つ
ま
で
も
元
気
に
豊
か
に
暮
ら
そ

う
」を
テ
ー
マ
に
会
員
26
人
が
参
加
し
、
市
健
康
づ

く
り
課
栄
養
士
、
運
動
指
導
員
を
講
師
に
招
き
、

料
理
講
習
会
と
健
康
体
操
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
栄
養
士
の
講
話
の
後
、
料
理
講
習
を
行

い
、
そ
の
後
、
運
動
指
導
員
に
よ
る
身
近
で
実
践

し
や
す
い
運
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

川
上
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
女
性
部
で
は
、
健
康
づ

く
り
・
介
護
予
防
活
動
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
お

り
、
健
康
の
維
持
増
進
に
努
め
る
こ
と
を
目
的
に

毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑
で
、
地
域
の

方
々
と
の
交
流
を
目
的
に
納
涼
花
火
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
の
た
め
、

さ
さ
ゆ
り
苑
の
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

例
年
以
上
と
な
る
多
数
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
盛

大
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
の
日
は
、高
梁
少
年
少
女
合
唱
団
有
志

に
よ
る
歌
の
ス
テ
ー
ジ
に
、
宇
治
町
か
ら
す
こ
や

か
ク
ラ
ブ
と
フ
ラ
・
ア
ポ
に
よ
る
踊
り
の
披
露
が

あ
り
ま
し
た
。入
居
者
の
方
は「
今
年
も
多
く
の
人

に
来
て
も
ら
っ
て
良
か
っ
た
。ま
た
、色
ん
な
話
が

出
来
て
楽
し
か
っ
た
で
す
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
富
家
小
学
校
26
人
の
訪
問
が
あ
り

交
流
を
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
平
川
地
区
の
生
き
が
い
デ
イ
の
日
で

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
風
船
バ
レ
ー
や
ス
ト

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
等
を
小
学
生
と
一

緒
に
行
い
、利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、「
楽
し
か
っ
た
」

と
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

後
日
、児
童
か
ら「
ボ
ウ
リ
ン
グ
な
ど
で
ふ
れ
あ

え
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。こ
れ
か
ら
も
元

気
で
い
て
下
さ
い
」と
、お
礼
の
手
紙
と
写
真
が
届

き
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
ホ
ー
ル
に
飾
っ
て
い
ま
す
。

　

有
漢
地
区
社
協
は
愛
媛
県
西
条
市
社
協
を
訪

問
し
、
地
域
福
祉
へ
の
取
組
に
つ
い
て
合
同
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、１
月
の
来
高
を
ご
縁
に
、地
区
社
協
が

初
め
て
実
施
し
た
県
外
研
修
で
す
。参
加
者
は
地
区

社
協
役
員
、民
生
委
員
と
福
祉
委
員
の
23
人
。西
条

市
は
高
梁
市
の
４
倍
の
人
口
で
、福
祉
活
動
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
、
迅
速
か
つ
活
発
で
今
回
の

研
修
会
の
内
容
も
同
日
夕
方
に
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。参
加
者
か
ら
は
、

「
こ
の
斬
新
さ
と
特
徴
あ
る
活
動
を
有
漢
の
福
祉

に
も
取
り
い
れ
た
い
」と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

料
理
講
習
会
＆
健
康
体
操
教
室
を
開
催 

7/25

川
上
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
女
性
部

納
涼
花
火
大
会 

8/24

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑

富
家
小
学
校
児
童
と
交
流 

7/3

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

は
じ
め
て
の
県
外
視
察
研
修 

8/1

有
漢
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
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　訪問介護サービスは、介護福祉士やホームヘルパー 2級等の有資格者が、利用者の自宅を訪問しケア
マネジャーが作成したケアプラン（居宅介護サービス計画書）に基づいて、掃除、洗濯、調理などの生
活援助や入浴、排せつ、食事介助等の日常生活のサポートを行います。利用については、担当ケアマネー
ジャーにご相談ください。

お問い合わせ先　市保険課　☎ 21－0299

 訪問介護サービスとは？

訪問介護サービスの紹介

福祉施設の作品コーナー

貼り絵・ぬり絵・ちぎり絵（花火大会） 折り紙（朝顔）

備中デイサービスセンター

　あまりにも暑い夏だったので涼しい
雰囲気作りをと思い、利用者さんと花
火大会をイメージして作成しました。

　鉢植えの朝顔をイメージし、花を折
り紙で折り、竹串を支柱に、ビニール
テープを蔓に見立てて作ってみました。

　市内には、訪問介護事業所がいくつかあり、この訪問介護事業所では、在宅で安心して暮らせるよう、
また、生活をより豊かにしていくただくため訪問介護サービスを行っています。
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株式会社 田中紙店
田中石材工業 株式会社
株式会社 たにもと
株式会社 タマダ
財団法人 中国電気保安協会 高梁支所
株式会社 ツキモト
有限会社 土屋商店
有限会社 テイ・エム・エス
デイサービスかなち
ＴＫＣ．岡山総合会計有限会社 高梁支店
有限会社 天任堂
トークロ
医療法人 仲田医院
中村建設 株式会社
中村畳工業 有限会社
縄手商事 株式会社
株式会社 ニシイ
西医院
西医療商事 有限会社
株式会社 西石油
野田商事運輸 株式会社
株式会社 能登原商店
株式会社 パインツリーゴルフ
長谷川金物 有限会社
株式会社 花﨑組
花崎建設 株式会社
有限会社 花房教材
株式会社 樋口運輸高梁営業所
有限会社 ビッグ・アイ
備中開発 株式会社
株式会社 備北オートセンター
備北興業 株式会社
有限会社 備北歯科技工研究所
備北タクシー 株式会社
備北林産用品 株式会社
福滝建設 株式会社
医療法人 藤本診療所
堀金属表面処理工業株式会社 岡山工場
株式会社 本多組
株式会社 松本食品包装
松本物産 有限会社
有限会社 まつ屋
株式会社 ママドライセンター
丸橋工務店 有限会社
有限会社 水野組
有限会社 三宅金属
有限会社 宮脇商会
有限会社 森十自動車工作所
有限会社 ヤスハラ
山佐産業株式会社 エンドレス高梁店
山本印刷所
株式会社 ゆめフク・ホーム
（有漢地区）……………………………
株式会社 魚省本店
有限会社 有漢工業所
有限会社 ウカンファーマーズファクトリー
有漢郵便局
有限会社 大月産業

■ 法人会員
（高梁地区）……………………………
赤木食品 株式会社
有限会社 秋岡商店
社会福祉法人旭川荘 たかはし松風寮
社会福祉法人旭川荘 松山ワークセンター
株式会社 阿新レジャー開発
株式会社 アステア矢掛
イーグル工業株式会社 岡山事業場
株式会社 イマイ
有限会社 ウェルネス・プランニング グループホーム ウェルネス津川
株式会社 NK岡山
荏原環境プラント株式会社 高梁管理事務所
株式会社 円仏産業
株式会社 オークスコーポレーション
有限会社 太田商会
株式会社 大森材木店
有限会社 岡山県北機工
有限会社 オークラオートサービス
株式会社 カートピア吉備
協業組合 カートピア車検センター
有限会社 加藤組
有限会社 加藤商店
有限会社 川上商店
有限会社 川口写真館
株式会社 川崎工業所
株式会社 吉備ケーブルテレビ
特定非営利活動法人 きらめき希望会
有限会社 きよはらプリント
有限会社 クロエ
有限会社 建築事務所双南舎
こころの医療 たいようの丘ホスピタル
有限会社 小林日進堂
有限会社 坂市
佐藤建設工業 株式会社
三栄建設コンサルタント株式会社 高梁支店
株式会社 三和サービス
三京 株式会社
株式会社 山陽オカムラ
山陽興産 株式会社
有限会社 シー・エス平野
島自動車 有限会社
学校法人 順正学園
スリーコウ 株式会社
医療法人清梁会 高梁中央病院
株式会社 総合技術サービス
有限会社 タイチ
滝口建設工業 株式会社
高梁医師会立 訪問看護ステーションやまびこ
高梁川漁業協同組合
株式会社 高梁国際ホテル
高梁食品 株式会社
医療法人 高梁整形外科医院
有限会社 たかはしプロダクション
有限会社 高梁リース
武田鋳造株式会社 高梁工場
有限会社 竹谷急送
株式会社 竹本商事運輸

岡山イーグル 株式会社
上有漢郵便局
河原工業所
倉野工務店
倉野林業
有限会社 千崎建設
有限会社 戸田商会
戸田鮮魚店
有限会社 ハスイサービス
東建設 有限会社
藤森モータース
マルサ醸造 有限会社
有限会社 和田組
（成羽地区）……………………………
合資会社 麻田百貨店
石田商店
伊藤食品 有限会社
大東建設 株式会社
川上金物店
クロカワ工業 株式会社
柴田興産 株式会社
ゼノーテック 株式会社 備北工場
有限会社 高木建設
だるま屋商店
株式会社 近久鉄工所
デイリーフーズ秋岡屋
成美工業 株式会社
成羽運送 株式会社
成羽川生コン 株式会社
成羽ポートリー 株式会社
有限会社 細川林業
有限会社 みやもと
株式会社 ムネオカ
柳井芳文堂
ユニチカ成羽 株式会社
有限会社 リバティック
（備中地区）……………………………
赤木建設 株式会社
赤木酒造 株式会社
アグリテクノ矢崎株式会社 備中工場
朝日堂
有限会社 川松組
グループホームやすらぎ荘
興成開発 株式会社
有限会社 光土水
瀬戸内部品 株式会社
株式会社 大宝建設
高梁市備中診療所
株式会社 ニチノー
有限会社 東平建設
株式会社 ホンダカーズ高梁
有限会社 松井組
（市外）…………………………………
株式会社 郁文社印刷
ダスキン作州 有限会社 横山
ヒカリ消毒 株式会社
株式会社 前田サービス岡山

平成25年度　社協賛助会費にご協力いただいた法人会員
　  8月15日までの受付分を掲載しております。ご協力ありがとうございました。

8月16日からの受付分は11月15日発行の第52号に掲載させていただきます。

（順不同、敬称略） 
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平成 25 年度　賛助会費のお願いについて

　総社市　　須山　節夫
　大阪府　　竹井　康純
　岡山市　　友野　善春
　兵庫県　　難波　　充
　愛知県　　西　　乗雄
　兵庫県　　原田　　健
　大阪府　　平松　成夫
　倉敷市　　平松　典雄
　岡山市　　福瀧　   允
　岡山市　　堀川　健治
　静岡県　　三村　精男
　倉敷市　　三村　   寿
　大阪府　　横見慎一郎
　千葉県　　渡邉　   明
　岡山市　　渡邊　   恒
　岡山市　　渡邊　眞子
（有漢地区）…………………
　大阪府　　大森　　勝

■ ふるさと会員
（高梁地区）…………………
　兵庫県　　有安　　斉　
　大阪府　　池上　裕子
　京都府　　石川　幸子
　京都府　　伊藤　謙介
　埼玉県　　伊山　佳男
　東京都　　大塚ゆり江
　大阪府　　小野　   尚
　東京都　　柏木　章一
　岡山市　　加藤美智子
　福岡県　　久内　   勝
　兵庫県　　神野　陽子
　京都府　　亀山　照美
　岡山市　　川上晋一郎
　広島県　　河原　尚士
　井原市　　栢原　一郎
　京都府　　小山　清子

　千葉県　　村田　光範
（成羽地区）…………………
　神奈川県　秋岡　史朗
　大阪府　　松田　   進
（川上地区）…………………
　神奈川県　石田　弘子
　神奈川県　江草　   裕
　兵庫県　　柏木　忠之
　大阪府　　金子　   孝
　神奈川県　川上　   晃
　井原市　　川上　幸雄
　東京都　　川上　芳男
　東京都　　柴原　和美
　大阪府　　妹尾　修治
　大阪府　　那須　史郎
　京都府　　那須　   芳
　大阪府　　福田　公恵
　岡山市　　細川多美子

平成25年度　社協賛助会費にご協力いただいたふるさと会員
　  8月15日までの受付分を掲載しております。ご協力ありがとうございました。

8月16日からの受付分は11月15日発行の第52号に掲載させていただきます。

（順不同、敬称略） 

　東京都　　森下　英昭
　総社市　　龍本　孝義
（備中地区）…………………
　広島県　　佐藤　宏子
　倉敷市　　赤木　敏郎
　広島県　　赤木　鶴治
　新見市　　赤木　源一
　広島県　　内田　鈴惠
　香川県　　荻野　哲朗
　新見市　　難波　道典
　東京都　　長谷川正規
　倉敷市　　古米　完二
　兵庫県　　古米　　浩
　倉敷市　　物部宣太郎
　新見市　　山本　明子
　鳥取県　　脇本　昭等

　高梁市と市社協の共催により、市民の皆様が心のつながりを大切に支えあい助けあう安心のまちづくりを
推進するため「高梁市健康福祉のつどい」を次の日程で開催します。

１．日にち　　平成25年10月12日（土）大会の部開会 午前 9時 30分から
２．催し物　　大	会	の	部　表彰及び感謝状の贈呈、記念講演、
　　　　　　　　　　　　　体験発表、アトラクション
　　　　　　　まつりの部　バザー、各種相談、作品展示、囲
　　　　　　　　　　　　　碁・将棋大会、グラウンドゴルフ
　　　　　　　　　　　　　大会、ゲートボール大会
３．場　所　　高梁総合文化会館とその周辺を主会場
　　　　　　　グラウンドゴルフは山陽オカムラグラウンドが会場
　　　　　　　ゲートボールは高梁浄化センターゲートボール場が会場

	 お問い合わせ先　地域福祉課　☎ 22 － 7243

平成25年度　高梁市健康福祉のつどいの開催

賛 助 会 員
○普通会員
　高梁市民	 １口　１，０００円
○法人会員
　市内の法人（事業所を含む）
	 １口　３，０００円
○ふるさと会員
　市外居住者	 １口　３，０００円
○特別会員
　特別な協力者	 １口　５，０００円

　市内外の方々へご協力のお願いをしております、平成 25年度
賛助会費について、多くの方々からご理解ご賛同を賜り、ご協
力いただき、ありがとうございます。
　この賛助会費は、敬老事業やボランティア活動等の地域福祉
活動を推進していくうえで、欠かせない貴重な財源となってお
ります。
　引き続き、賛助会員を募っておりますので、ご協力をお願い
いたします。
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News
お

せ
ら知

敬
老
事
業
の
助
成
金
交
付
申

請
を
受
付
て
い
ま
す

　
永
年
に
わ
た
り
地
域
の
発
展
に

尽
力
さ
れ
た
高
齢
者
を
敬
愛
し
長

寿
を
祝
う
敬
老
事
業
に
対
し
、
助

成
を
行
い
ま
す
。

　
助
成
金
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る

団
体
等
は
、
地
域
福
祉
課
及
び
各

支
所
、
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
に

備
え
て
い
る
申
請
書
に
て
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
事
業

　
平
成
25
年
９
月
か
ら
11
月
末
日

ま
で
の
期
間
内
に
実
施
す
る
敬
老

会
。
た
だ
し
、
現
金
や
記
念
品
等

の
贈
呈
の
み
の
事
業
は
除
き
ま
す
。

▼
対
象
者

　
平
成
25
年
８
月
１
日
現
在
で
市

内
に
住
所
を
有
し
、
平
成
26
年
３

月
31
日
ま
で
に
満
75
歳
以
上
に
な

る
方
。

▼
助
成
金
の
交
付
額

　

対
象
者
の
内
、
敬
老
事
業
に

参
加
さ
れ
た
方
１
人
当
た
り
１
、

５
０
０
円
を
助
成
。

※
こ
の
他
に
、
敬
老
事
業
実
施

地
域
で
満
88
歳
（
大
正
14
年

４
月
１
日
～
大
正
15
年
３
月

31
日
の
間
に
お
生
ま
れ
の
方
）

を
迎
え
ら
れ
る
方
１
人
当
た

り
１
、５
０
０
円
を
助
成
。

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
事
業
の

利
用
に
つ
い
て

　
寝
具
等
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
方
を
対

象
に
寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
事
業
を
平
成
25

年
11
月
に
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
申
込
締

切
は
10
月
11
日
（
金
）
ま
で
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

▼
対
象
者

　
市
内
に
住
所
を
有
し
居
住
し
て
い
る
方

で
、
老
衰
、
心
身
の
障
害
又
は
傷
病
等

に
よ
り
、
寝
具
類
の
衛
生
管
理
が
困
難

で
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満

た
す
方

①
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

②
高
齢
者
の
み
の
世
帯
又
は
こ
れ
に
準
ず

る
世
帯
の
高
齢
者

③
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
又
は
精
神

障
害
者

▼
利
用
料
及
び
対
象
品
目

▼
支
給
要
件

　
①
複
数
の
敬
老
事
業
で
対
象
者

が
重
複
し
た
場
合
は
、
１

回
の
み
支
給
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
②
実
施
区
域
は
、
町
内
会
単
位

以
上
の
規
模
で
の
実
施
。

　
③
実
施
主
体
は
、
地
域
住
民
の

創
意
工
夫
に
よ
り
、
様
々

な
地
域
内
の
団
体
・
グ
ル
ー

プ
等
を
対
象

ふ
れ
あ
い
相
談
へ
の
予
約
や

　
　
お
知
ら
せ
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
先

地
域
福
祉
課
☎
２
２
┃
７
２
４
３

有
漢
支
所　
☎
５
７
┃
３
２
１
８

成
羽
支
所　
☎
４
２
┃
２
０
０
５

川
上
支
所　
☎
４
８
┃
９
７
７
０

備
中
支
所　
☎
４
５
┃
３
１
３
１

対象品目 利用料

掛　布　団 ２５０円

敷　布　団 ２００円

肌　布　団 ９０円

毛　　　布 ６０円

１セット合計 ６００円

平成２5 年度

ふれあい
相談と援助

☆各支所で定例の相談日はありませんが、随時相談に応じます。
※プライバシーは完全に守ります。お気軽にどうぞ。

種　　　別 福祉総合相談 身体障害者相談

担当相談員 常任相談員 身体障害者相談員

場　　　所 高梁総合福祉センター 高梁総合福祉センター

時　　　間 10:00～ 15:00 10:00～ 15:00

月／日
10月 17日（木） 10月3日（木）

11月21日（木） 11月7日（木）
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社会福祉協議会へのご寄付
ありがとうございました。

　社会福祉法人高梁市社会福祉協議会へ平成 25 年 7 月と 8 月にいただいたご寄付についてお知らせします。
心から感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
　なお、金額等については寄付者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

25 年 7 月〜 8 月

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》	

金
一
封 

荒
神
町 

亀
飼
　
元
治

（
故
・
慶
一
様
）

金
一
封 

鉄
砲
町 

阿
部
　
　
栄

 

（
故
・
上
原
兼
雄
様
）

金
一
封 

鍛
冶
町 

石
黒
　
英
行

 

（
故
・
求
様
）

金
一
封 

上
谷
町 

石
原
千
穗
子

 

（
故
・
保
一
様
）

金
一
封 

落
合
町 

一
本
　
孝
一

 

（
故
・
孝
様
）

金
一
封 

中
井
町 

山
口
　
　
博

 

（
故
・
澄
子
様
）

金
一
封 
高
倉
町 

仲
山
　
晴
通

 

（
故
・
友
様
）

金
一
封 

東　

町 
堤
　
　
知
美

 

（
故
・
良
市
様
）

金
一
封 

津
川
町 

吉
岡
　
　
孝

 

（
故
・
幸
子
様
）

金
一
封 

玉
川
町 

大
森
　
　
進

 

（
故
・
須
磨
子
様
）

金
一
封 

倉
敷
市 

森
川
　
　
寛

 

（
故
・
茂
一
様
）

金
一
封 

中
井
町 

遠
藤
　
　
弘

 

（
故
・
勤
様
）

金
一
封 

松　

山 

鈴
村
　
知
之

 

（
故
・
昭
知
様
）

金
一
封 

川
面
町 

川
西
　
　
寛

 

（
故
・
絹
江
様
）

金
一
封 

落
合
町 

沖
嶋
　
　
博

 

（
故
・
徹
司
様
）

金
一
封 

正
宗
町 

横
田
小
登
美

 

（
故
・
稔
様
）

金
一
封 

弓
之
町 

石
井
　
久
子

 

（
故
・
須
山
幸
枝
様
）

金
一
封 

巨
瀬
町 

岡
本
　
國
子

 

（
故
・
茂
樹
様
）

金
一
封 

中
井
町 

惣
田
　
敏
郎

 

（
故
・
富
容
子
様
）

金
一
封 

津
川
町 

原
田
　
義
弘

 

（
故
・
静
枝
様
）

金
一
封 

和
田
町 

前
原
　
孝
清

 

（
故
・
満
壽
子
様
）

金
一
封 

川
面
町 

森
脇
　
晃
好

 

（
故
・
光
夫
様
）

金
一
封 

落
合
町 

川
上
　
幸
子

 

（
故
・
喜
一
様
）

金
一
封 

落
合
町 

難
波
　
秀
彰

 

（
故
・
豊
様
）

金
一
封 

東　

町 

月
本
　
晴
造

 

（
故
・
吉
夫
様
）

金
一
封 

川
面
町 

東
田
　
　
登

 

（
故
・
忠
志
様
）

金
一
封 

津
川
町 

新
山
美
枝
子

 

（
故
・
重
利
様
）

金
一
封 

高
倉
町 

伊
達
　
貞
利

 

（
故
・
千
代
様
）

金
一
封 
本　

町 

田
井
　
一
二

 
（
故
・
桃
江
様
）

金
一
封 

巨
瀬
町 
脾
野
　
　
潔

 

（
故
・
マ
サ
エ
様
）

金
一
封 

原
田
南
町 

荒
木
　
則
雄

 

（
故
・
節
子
様
）

金
一
封 

川
面
町 

中
元
　
久
志

 

（
故
・
一
郎
様
）

金
一
封 

原
田
南
町 

村
上
　
　
惠

 

（
故
・
敏
明
様
）

金
一
封 

巨
瀬
町 

上
森
　
俊
典

 

（
故
・
知
次
夫
様
）

金
一
封 

高
倉
町 

三
村
　
美
明

 

（
故
・
房
子
様
）

金
一
封 

落
合
町 

佐
藤
　
昌
弘

 

（
故
・
忠
昭
様
）

《
津
川
地
区
》

金
一
封 

津
川
町 

吉
岡
　
　
孝

 

（
故
・
幸
子
様
）

金
一
封 

津
川
町 

原
田
　
義
弘

 

（
故
・
静
枝
様
）

金
一
封 

津
川
町 

新
山
美
枝
子

 

（
故
・
重
利
様
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封 

倉
敷
市 

森
川
　
　
寛

 

（
故
・
茂
一
様
）

金
一
封 

川
面
町 

川
西
　
　
寛

 

（
故
・
絹
江
様
）

金
一
封 

川
面
町 

森
脇
　
晃
好

 

（
故
・
光
夫
様
）

金
一
封 

川
面
町 

東
田
　
　
登

 

（
故
・
忠
志
様
）

金
一
封 

川
面
町 

中
元
　
久
志

 

（
故
・
一
郎
様
）

《
巨
瀬
地
区
》

金
一
封 

巨
瀬
町 

岡
本
　
國
子

 

（
故
・
茂
樹
様
）

金
一
封 

巨
瀬
町 

大
内
　
孝
昭

 

（
故
・
満
男
様
）

金
一
封 

巨
瀬
町 

脾
野
　
　
潔

 

（
故
・
マ
サ
エ
様
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封 

中
井
町 

安
達
　
明
治

 

（
故
・
朋
様
）

金
一
封 

中
井
町 

植
本
　
重
夫

 

（
故
・
清
一
様
）

金
一
封 

中
井
町 

上
山
　
岩
夫

 

（
故
・
弥
一
様
）

金
一
封 

中
井
町 

赤
木
　
　
昇

 

（
故
・
博
様
）

金
一
封 

中
井
町 

遠
藤
　
　
弘

 

（
故
・
勤
様
）

金
一
封 

中
井
町 

惣
田
　
敏
郎

 

（
故
・
富
容
子
様
）

《
玉
川
地
区
》

金
一
封 

玉
川
町 

大
森
　
　
進

 

（
故
・
須
磨
子
様
）

《
宇
治
地
区
》

金
一
封 

宇
治
町 

相
原
　
幸
子

（
故
・
武
様
）

金
一
封 

宇
治
町 

久
保
　
　
博

（
故
・
修
一
様
）

金
一
封 

宇
治
町 

小
坂
　
吉
生

（
故
・
知
代
様
）

《
松
原
地
区
》

金
一
封 

松
原
町 

東
　
　
尉
恵

（
故
・
里
枝
様
）

《
落
合
地
区
》

金
一
封 

落
合
町 

沖
嶋
　
　
博

 
 （

故
・
徹
司
様
）
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この広報紙は、寄付金の一部を活用して発行しています

この広報誌は再生紙を使用しています。

編 

集 

後 

記

金
一
封 

落
合
町 

仲
田
　
健
治

 
 （

故
・
静
香
様
）

金
一
封 

落
合
町 

川
上
　
幸
子 

（
故
・
喜
一
様
）

金
一
封 

落
合
町 

難
波
　
秀
彰

 
 

（
故
・
豊
様
）

金
一
封 
岡
山
市 

岡
田
　
幸
男

（
故
・
寿
美
子
様
）

金
一
封 

落
合
町 
佐
藤
　
昌
弘

 

（
故
・
忠
昭
様
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封 

有　

漢 

福
田
　
茂
典

　
　
（
故
・
敏
子
様
）

金
一
封 

有　

漢 

土
岐
　
康
夫

　
　
（
故
・
清
美
様
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封 

成　

羽 

日
名
　
由
美

 

（
故
・
コ
ト
ヱ
様
）

金
一
封 

落
合
町 

芳
賀
　
正
和 

（
故
・
房
江
様
）

金
一
封 

下　

原 

鷲
尾
　
則
夫 

（
故
・
キ
ヌ
ヨ
様
）

金
一
封 

成　

羽 

藤
井
　
弘
恵 

（
故
・
咲
一
様
）

金
一
封 

中　

野 

加
藤
　
喜
好 

（
故
・
濱
子
様
）

金
一
封 

成　

羽 

赤
木
　
保
弘 

（
故
・
豊
様
）

金
一
封 

布　

寄 

杉
田
　
雅
俊 

（
故
・
清
様
）

金
一
封 

布　

寄 

松
田
　
和
則 

（
故
・
林
二
様
）

金
一
封 

成　

羽 

別
所
　
健
司 

（
故
・
愛
子
様
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封 

三　

沢 

槙
井
　
淳
江

（
故
・
赤
木
和
子
様
）

金
一
封 

上
大
竹 

日
向
　
　
幹

 

（
故
・
美
智
子
様
）

金
一
封 

三　

沢 

松
枝
　
洋
之

 

（
故
・
満
様
）

金
一
封 

仁　

賀 

吉
村
　
公
夫

 

（
故
・
岩
市
様
）

金
一
封 

上
大
竹 

神
崎
　
時
雄

 

（
故
・
圭
二
様
）

金
一
封 
地　

頭 

金
光
　
達
郎

 
（
故
・
二
三
子
様
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封 

平　

川 
杉
田
　
省
吾

	

（
故
・
昌
子
様
）

金
一
封 

布　

瀬 

中
岸
　
　
進

	

（
故
・
康
恵
様
）

金
一
封 

東
油
野 

珍
行
　
義
男

	

（
故
・
テ
ル
子
様
）

【
一
般
寄
付
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封 

 

匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て

第
350
回
、
第
351
回
目
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封 

上
有
漢 

湯
浅
　
正
雄

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

有　

漢 

秋
庭
　
光
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

 

匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て
第
５
回
、

第
６
回
、
第
７
回
）

金
一
封 

有　

漢 

上
森
　
正
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封 

地　

頭 

内
藤
　
茂
夫 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

下
大
竹 

柏
木
　
　
幸

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

下
大
竹 

三
宅
　
憲
政

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

仁　

賀 

三
宅
　
　
積

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

下
大
竹 

滝
川
　
美
子

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

上
大
竹 

大
山
　
京
子

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封 

東
油
野 

川
上
み
さ
江

 
（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 
東
油
野 

赤
木
　
幹
雄

 
（
一
般
寄
付
と
し
て
）

　

今
年
も
市
内
の
各
地
域
で
、
夏
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
、
遊
び
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
市
内
外
か

ら
多
く
の
お
客
さ
ん
が
来
ら
れ
て
お
り
、
熱
気
に
包
ま
れ
、

ま
さ
に
『
ア
ツ
イ
ぜ
高
梁
』
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
中
高
校
生
が
夏
休
み
の
期
間
を
利
用
し
て

行
っ
た
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業
や
「
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
福
祉
を
目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し

ま
し
た
ふ
れ
あ
い
福
祉
講
座
等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
夏
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業
で
は
、
中
高
校
生
に
と
っ
て
こ
の

夏
を
通
じ
て
貴
重
な
体
験
や
思
い
や
り
、
支
え
合
い
の
大
切

さ
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
ふ
れ
あ
い
福
祉
講
座
で
は
、
高
知
県
土
佐
町
社

協
の
山
首
事
務
局
長
よ
り
土
佐
町
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る

福
祉
活
動
に
つ
い
て
の
講
演
、
実
践
発
表
で
は
い
き
い
き
サ

ロ
ン
上
大
竹
の
代
表
者
の
宮
﨑
正
弘
さ
ん
か
ら
上
大
竹
地

区
に
お
け
る
福
祉
活
動
に
つ
い
て
の
発
表
が
あ
り
、
福
祉
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
10
月
よ
り
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
始
ま

り
ま
す
。
皆
様
の
〝
あ
た
た
か
い
気
持
ち
〟
に
よ
っ
て
高
梁

の
ま
ち
が
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
）
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